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音響の原理

済還鞘正LいのはどJLか
(1)振幅がr･-｣じであれば連続波の半均電力はハースト波より大きい

12)媒質による吸収減衰がない｣易合でも,球面波の振相は伝描とともに小さくなる

(3)媒質rTlの減衰が大きい場合.境界由での反射係数と透過係数の和はlにならない

(4)球血波は半坦な境界面に入射しても,入射角が一定でないため屈桝は生じない

(5)波長に比べて小さな音源から発'+した千枝は　同心球卜に班がる

a :1㌧(2),13)　b H:,(2).(5l c (1㌧(4㌧(5)　d 12日3㌧(4)　e (:う)(4】,(5;･

済　同のように超昌枝を送信して反別渡を受信した　媒質1と媒質2の密如言ともに
103kg/mJであるとき,境界での朋寸牢が最も大きくなる媒質1の音速clと蝶質2の音速C2の

組合せとして正しいのはどれか

媒質l　　　　　媒質2

a cl-1500m/ら. C2-1500m/s

b c1-1450m,S. r2-155()m/S

( (】-1400m,S. (2-16〔約m/s

d c1-1350m,/S, C2-1650m's

e c1-1300m,S, C2-1700 m,S



§1音響の原理

拡還遜図に示すように,音順が直線上を-jioji塞度で移動するとき,凶の受信粁絹地さ

れる伝写Gr)ドプラ偏移剛TE数の時間変化としてTFしいのはどれか

音源

⊂)

受信器

ドプラ偏移周波数

ドプラ偏移周波数

ドプラ偏移周波数

ドプラ偏移周波数

ドプラ偏移周波数

Em超音波の｢掛こついて止しいのはどれか
11スペックルは超音波のT渉により生じる

21リニアアレイ探触了における電7-集束は超音波の干渉を利用している

3)連続波ドプラ法でJHいられる怒昌枝は干渉-ノない

41カラートプラ法では血球エコーのI渉を利川して山uiL速を求めている

5)パルスドプラ法におけるエイリアシングは超音波の干渉により生じる

a L1㌧12r b (lH5)　　　C :2日.'i】　　　d (3).(,1)　　　e (日,.5〉

E欝超.佃の非獅f/朋についてfFしいのはどれか
lI　超音波の非線形作目を利"jLたハ-モ二yクイメー　シングは心性なとの無エコー部の描出に

優れる

2･送イ喜する超F-Ti,良の掛PRを半分にすると,受信される高調波成分の振幅も■t′分になる

31超音波o)非線形伝灘は岳昌rfほど占速が遅くなることによりヰじる

il　一校的なハーモニックイメ-ジングでは,武本波成分よ1')高調波成分の振幅のほうが人きい

5　超占波造影剤のマイクロバブルは壊れるときに大きな高調波を放射する

a (1l,12)　　　b (1日5】　　　C ･:2日こう)　　　d (3い4)　　　e t4).(51

lt3Ul222
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§1肯禦Uj頃理

』′､Tンス波の伝搬についてiTしいのはどれか

i ,ス泊の周波数が高いほど波長が如くなる

言二田波敦のパルス波ではパルス長が短くなると帯域幅が狭くなる

∋′;)レス波の周波数が高いほど減衰が小さくなる

i　低い†緋度数のパルス波は振EIJ榊で小さい

5･ Jfl波数依存減衰のある組織を通過するとノりレス長が伸びる

a (1㌧し2)　　b (lH5)　( (2､(3､　　d (3).(41･　　e l仙5)

監詔蒲境界の両側の媒質0,相生と音波のふるまいの関係について止しいのはどれか
(i)密度が等Lくても音速が㌍なると　屈折する

(2)裾,渡が等しくでも音速が異なると,反別する

(31音速が等しくても密度が異なると　屈桝する

(4)音響1割斗インピーダンスが等しければ.斥朋斤Lない

:5】占響特性インピ-ダンスが等いナれば.反射しない

a /lJ,(2㌧･31　b (1日2:(5)　C (1:(4い5P d :2:,(3】,(4J c (3㌧(4),:5)

配闇凶に小すように直税墳料をもつ苗速cI C21 C｡の領域を市波が横切るとき矢印で示

すような堆路を通i針｢る　C】,仁2　C3の関係としてTT:い､のはどれか

a c]>C　二ノC3

b cー♪C3>r∠

c r3>C.♪(っ

d c3>C2J>c

e c,>(1>(1 C. / /I/
■ヨi ち

済還諸TELい州まどれか
丁目　体内において超音波の伝搬速射ま-完である

ほJ　山.,JIL速度を測定するにはスネルの法則を利用する

(3)超市波の減衰は周波数が高いほと大きい

14)言響特性インピーダンスは媒質の密度と伝搬速度の積で表される

15)音響捌生インビ一一ダンスZ-の媒質1から音響特性インピー-ダンスZ2の媒質2へ超音波が

入射し/=ときの反射率は, 2Z_/LZl⊥Zノ)で表される

a :ll(2)　　　b llい5)　　　c t2､･(31　　　d L3日41　　　e (4):5】

2tヽ3_r)1222
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§1音響の原理

済凶の尖印の向きを正の方向として.音源および観測者がそれぞれ速FEL., u -i--移動

している　このときに観測者の聞く7i･7)周抜放が最も高いのは.次のどれか

普順の速度
-50km′h

- 5〔)km′h

ト50 km/′上1

0kn1,h
+5()km′h

観測者の速度
- 8 klrl/h

+ 8 km/h

+ 8 klll′11

+ A km,/h

O kLn/h

済減衰係数が05 dB,cm/MIIzの媒質巾を. 2 MHzの超音波が20｡m伝掛ノたとき
の受信波のSN比は10dBであった　同じ媒質LLJを, 5MHzの超iT波が10cm伝搬したときの

受信波のSN比はとれか　ただL維ii-の大きさ　送信昔JJIや音信感度はj司.度数によらず　走で

伝搬往路はH道とする

a 20dB    b 15dH    c lOdB    d 5dB亡ユOd上う

Em岡,1'-(JWl,J＼した捌言の守い噸肯淡送信パルスについて止しいのはどれか
･1) (イ)を川いると最も高計帳能な画像を得ることができる

2)繰り返し同波数がI,ljじであれば,平均電力は　=｢)のほうが:ハ)よりもJこきい

'3) (/､)が巌も減衰する

14)伝搬速度は. (イ･のほうがしロ)よりも大きい

5】周波数帯横幅は(イ1のほうが(T7)よわも)ふい

a 【1日2:　　　b 11リ5)　　　C (2日3)

a l3l･4)　　　　e　り)･5)

音圧♪

音圧♪

舌圧♪

(イ)

時間i



51音響の原理

裏襟詔罰図1のような超音波を送信したところ.同2のように歪んだ反射波を受信した　こ
のとき　反射波の説明としてTFしいのはどれか

(1) rT.心剛定数が耽くなっている

(2)非線形効果の影響を,壬けている

:3)高調波戒分を含んでいる

:1)ノイズが加わりS′Nが劣化している

:5】帯域幅が狭くなっている

a (1日21　　　b H).(5I　　　( (2㌧(31　　　d :.'iH4)　　　e L4),(5､■

済冨瓢音速2000m,Sの媒質中を伝搬する音波の波長が()5 mmであった　市波の榔庄数

として正しいのはどれか

a 01 MHz

b O4MHz

c 1 MHz

d　　2MHz

c  4MHz

済器義認異なるパルスが凶の(A)とLB)のような周波数スペクトルをもつとき　正しい
C7)はどれか

(i)中心周波数は(､R)のほうが青い

し2)槻波数竹城は(B〕のほうが狭い

(3)パルス幅は(A)那:まうが小さい

(4)振幅は(A)のほうが大きい

[5:距離分解能は(U)のほうがよい

a (l),lZJ b　りr,(5)　　　C :2),:3】　　　d (3)(4)　　　e (4).15･
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§1音響の原理

堅撃墜凶のように媒質lから媒質2へ超昔被が入射するとき･入射郎】と屈折郎三の開
陳として止しいのはどれか

slnO.　slnO2

Ll l r2

slnO.　slnOZ

C)　　　　ll

c slr10.slllO∠ =C.C2

d sl相-三

e sILl俳号

庭儲_上限日貨



卓2

生体の
音響特性

監芸義認凶の診断剛象のように白峰妊エコーAが得られ,その後力に影が生じた　この原

岡として最も適切なのはどれか

a　高輝度エコ-八が得られた頂域の吸Iri減衰係

数が非瑞に大きい

b　高輝度エコーAの形状の物質が存在する

(高輝度エコーAが絹られた領域に　周附と古

yLJiL,特性インピーダンスの著Lく異なる物質が

存在する

d　高輝度エコーAが代られた領域の後ろに多数

の微小散乱体が存在うる

e　高碑圧エコーtAが得られた領地のJrlF,折率は非

常に小さい

済慧監慧　スペソクルパターンについてiELいのはと､九か
【1:スペソクルバク-ンは　波長に対して積界面が十分広い楊廿の散乱により'+じる

:2)スペソクJL/パターンは　組織o)構造と直接的に対応しているものではか､

(3)スペックルの人きさは,超音波の送イ副詞披数と関係がある

(4日鑑真より小さか■｢数の反射体が集合している場合は　反射の影響が小さいためスへノクルパ

ターンはほとんど牛しない

(5)スペックルパタ-ンは抑織性状など診断情報とは無関係である

a (日'2)　　b llr(5)　　C :2),L3)　　d (3㌔14.　　e ll.,･:5)

蔓器義慧媒質の,i響粁性インピータンスを去す式として止Lいのはとれか　ただし,. p,

Kはそ]Lそれ.媒質の苫速,密度　体積弾性率である

a'pc'2L b(pc)言　C〔言〕妄　d(芸〕言　e'pK'三



§2生体の台響特性

班詔体表の柳眉がBモ-ト画像に与える影響に/)いて正しいのはどれか
【1:脂肪層の後ろにあるすべての組織U)厚さが割祭よM､さく石目,quされる

12)脂肪屑o)減衰は他の軟部糾織の減衰よりも大きいため脂肪闇の後方は輝度が高くなる

(3)脂肪層の厚さが実際よりも大きく計測される

(4:･脂肪層による散乱の影響により画質が低Fする

IjJ　脂肪層からの反射はないので黒く捕出される

;1 :1).(2)　　b lu(Lj)　( t2)(3)　d (3Il:4)　e 【4:.(5)

済諾凄止しいのはどれか
【1; i!.速は骨より筋肉のほうが遅い

121月の背後にある弧線の観測はむずかしい

｣3)超音波の波長が長いほど生体内での減衰は大きくなる

(4:腸内にはガスが存在するので伝搬減泉が小さくなる

(5-　割州での減衰が周岡組織より小さいと柔胞の後方のエコ-は増強される

a :1),(i))13l b (1､l(2),(5:　c ll)(4日5:　d 12).:3)･(4)　e ::うH4:,15)

済慧遜L1--体組織の減衰係数の大小関係でTFl-いのはどれか

a　軌郡組織　>　　甘　　>　　血液

b　　血液　　>　軟部組織　ノ　　骨

(　血液　　>　　骨　　　>　軌部組織

d　　乍】　　>　軟部棚就　-　　血液

e　　骨　　>　　rfn液　　-,軟郡組織

監詔超音波周波数3MHzで深さl(,cmまで観雛きた周波数を5MHzと1-た紛

糾糾能な深さとして⊥しいのはどれか減衰係牧は周波紋に依存して抑dB/cln,MHzを

用いて表されるものとする

a lcm b　3cm c　6(rrl d　9cml e 12cl¶

監罰F+休組織中のポ速の大小関係で正しいのはとれか
a　　　脂肪

lっ　　筋肉

(　　筋肉

d　　　骨

e　　　骨

骨　　　　　　的l勾

>　　脂肪　　　　　　骨

胃･　　　　　脂肪

脂甘j]　　　　　筋肉

筋肉　　>　　脂肪

壁
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済超音波診断装置において生体で深さ15 ｡mまでの反射pTJ-信号を受信できる
ように設定一一た　このとき, 1秒間に送受信できる貴人回数として正しいのはどれか

こ1 1000回　　b　2500回　　C　5000回　　d 10000担J e　20000回

蛇罰TFいW'Eまどれか
ll) Aモードでは　深さに対する受信エコー捌苗を波形とLて示す

ば･ Bモ-トでは　反射エコーの強さを輝吃変調して両面に表示する

:3) Mモー-トでは　臓器の動きを止確に表示するために探触子内の振動子を高速走査する

り) Bモードでは.動きのある臓器の也像化は困難である

15-　Bモードでは　超市波ビームを走査しなから断層耐象を関る

a (1)･･2',(3:　b l･l',(2'･(5)　C ･:1日4).'5.　d (2),13ト:4'　e (3､･(叫5】

鑑識誓凶に示すように.榊に断面がiE力形の3つの物体があるとする　これを撮影し
たRモード画像の説明とLてTF_TJv-のはどれか

ただしこれらの物体の特仲はどれもIJlJじで.超音波の捌文が水よりも大きく,その音速は水

よりも遅いとする

a　すへてTF方形U)物体として表示される　Aが巌も明るく表リニア走査型超音波探触子

冨差int芸辺が下に伸びたように歪んで表示されるBとCは:由
同じ明るさで表示される

物体U)l長辺がFに伸びたように謹んで表示される　しこが最も

暗く麦小される 二｣
d　物体の底辺が上に縮んだように歪んで表小される　BとCは同じ明るさで衣示される

e　物体の庵辺が上に鮎んだようにJ^L-_んで衣示される　Cが黄も晒く衣示される

済認諾超音舶信馴返し周波数の鮎が1〔'kH7のとき,観察pT能深度として止い､の
はどれか　た'+iL,生体LI･の貴通を1500m,,Sと-3る

a　6°cm b　45cm c　30cm d 15〔､lTl　　ヒ　75cm
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§〕パルスエコー法

m中心TEJ渡致24MHzの超音波パルスを送信し　深さ15｡mの順で反射した超音
波を受信Lたとき,音波伝搬時間としてfFしいのはどれか　ただし　音速は1500m,Sとする

a 16LnS b Oとims c O4ms d (〕2ms e Olms

監罰詔　7-ムレート50Hzで岡のように超音波を送受信した　凶の矢印で示される超

音波ビーム位置に関して.第1フレームと第2プレ--ムにおいて超音波探触子に追いは:)の対象

物表面から凶のような反射波が得られた　フレーム間で対象物が超7i･波ビ-ム万仙こ移動した

距離としてTELいのはどれか/f=だし　媒質中と対象物中の音速はそれぞれ. 1500m,Sと1600

111′′Sである

a　探触子に15mm達　　　　　へノ

づいた

b　探触了に()75mm

近づいた

(移動していない

d　探触丁から075mm

遠さか-)た

e　探触子から15mm

遠ざかった

0　　　　　　　時間

暮琵認凝送信と受信をlつの探触子で行うパルスエコー法で,岡のような受信波が得られ

た　探触子から朗寸体までの距離としてTr:しいのはどれか　ただし　盲速は1500m'Sとする

a　15mm

b　30mln

c　45mm

d　6()nlm

c　75111m

0　　1 0　　20　　30　　40　　50　　60

時間(〃s)

■琵認識周波数2Mf17の超音波を)lJいたときに深さ10｡mまで組禦できた　周波数が

5MHzの超音波を=いた場合に.観察可能な深さとして止しいのはどれか　ただし　減衰係数

は周波数に依存して, iii位dB/cln'MIizを開いて衣されるものとする

a lcLn b　2cm c　4cm d　8cm e 16cm

ll
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§3　パ)L/スエコ-法

監窯還同のように,超音波採触+を押しつけ　体表から反射体までの師部をdxだけ縮め
た　このとき,体表と反射体の間のHFIRの多重反射エコーの位置の変化とLてTFしいのはどれ

か

反射エコー1回目の多重反射のエコー　　　　反射エコー1回日の多重反射のエコー

a Axだけ上方(探触子側･に移動する

b ()5∠1J/だけ｢方に移動する

C　2∠1X ,+iけ⊥jJに移動する

d　位置は変わらない

e 』xだけトカに移勤する

監器馳できるだけ高いフレームレ-十∈　21)crrの保きま-i-診粁ごきるよ:'にする場合,

超占波の送信の繰り返し同抜放として最も適切なのはどれか　ただし.牛体中の音速は1530

m,SとL　生体LLlを1cLn進む/=めに必要な時間は65/JSとする

;1 2kHz b　3kHz c　4kllz d　5kHZ e　6kllz

済認識超言渡探触了から水中に中心周波致1OMHzの起言渡パルスを送信したところ,水

中の反射板からのエコー信F;として凶のような超井波パルスを受信した　こ0)ときの超F!,tlgZ探触

子の水中における距離分解能として正しい0)はどれか　た,'iL /I(中における音速を1500 m,,S

とする

a　600mm

b　300mm

c l50mm

d　0750mm

e n375mm

12



§3 /くルスエコー法

暇撃墜パルスエコー法について止しいのはどれか
1)中心同波数が一定のままパルス幅が広がると,比帯域は小さくなる

21パルスrT.に含まれる按数が一定C7)とき. LTJJL凋波数が高いほとパルス帽は短くなる

3】パルス幅が-'JEに保たれていても　パルス繰り返し同振放(PRF)を上げれば距離分酎能は

向上1る

4)中心同寸岐数が　定のとき送信パルスの比帯域を小さくJ?ると,距離'JjL解能は向卜する

5)診断距離を長くするには　パル/ス繰り返L周波数(PRF,1を｢げるようにする

a (1H2･　　　b (i).:5〉　　　　c L2㌧:3】　　　d (:引,(4)　　　c l4),(5)
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卓4

ドプラ法

済認凶のように水中に斜めにチュ-了が設置してあ｡このチp7:ブの中を血液が流速

IO (m,Sで矢印U)方向に7JfLれているもo)とする　これに対Lて水面から鍬日下力に3 MHzの超

音波を掛ける　超音波ビームとチューブ内U)流れの上｢L｣が6010)角性をなしているものとする

水中音速を1500m/Sとして　このときに

≡;……;Lj7うシフト周波ivAtして止しい　　　　　1.

a　　2 kHz

b 1 kHz

c O5kHク･

d O2kIIz

E　01kHz

済ドプラ法における11.]アンング(折り返し現象)についてTFLいのはとれか
(i)超,+l岐周波数が低いほと-起こりやすい

-2■　送液繰り返L同披敦が低いほど起こりやすい

(3ノ　血流速度が適いほと起こりやすい

(4:･超音波の音圧が低いほと起こりやすい

:5】血流と超吉はピームのなす角度が大きいほど起こりや1い

a (i),(2J b :1㌧`5r　　( 12-(31　　d .3l∴4-　　　e Hい5)

遠琵慧慧　日動中の速度違反聯帝りに川いられるトプラレークの環理は,血流観測に用いら

れる連続波ドプラ法と同じである　時速108kmでレ-ダアンテナに近ついてくる自動車から

の反射波のドプラ偏移周波数として正しいのはどれか　ただし,レ-タ電波の同披数は10GHz

(10000MHzl.伝搬速度は30×1げm,Sとする

a　2II∠　　　　b　20fI2:　　C　200Hz d　2kHz e　2OkHz

263-n1222
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§4　トプラ活

正器詔罰ドプラ法について止しいのはどれか
1)ドプラ法により得られる速度情手酌まrTn管rTTを移動する微小粒+の移動適度である

2)パルストプラ法は原理的にエイ1)アシングの影響をJi-ける

3:･パルスドプラ法において繰り返し周波数を高くしても観測できる深さは変わらない

4)連続波ドプラ法はフォ-カス点を移動することにより特定o)ふのみの血流速度を観察するこ

とが叫能である

51連続披トブラ法により関られるドプラ偏移J部媛牧は血lFLと超ii-披ビームとC7)なう角度に依存

しない

a r1･(2)　　　b H)(5:　　　C 【L'H3､　　　d 【3)..41　　　e 14:i(5)

済パルスドプラ法について正しいのはどれか
1)サンプルボリュームを大きくすると.検山されるドプラ信号の帯域は狭くなる

2)検出吋能な最大速乾は,サン-/=ルポl)rl-ムの大きさには依存しない

3)送信パルスCT)繰り返し周波数を高くすると,横山可純な擬人速度は大きくなる

4)送信パルスの中心同波紋を高くすると.快い何能なドプラ偏移周波紋は高くなる

5､送信パルスの練り返し剛皮数を高くすると.検出されるトプラ信号の帯域は狭くなる

a (H(2)　　　b :i),lj)　　　C (2),[3)　　　d ･:3).(4)　　　C (4),151

Em同に示す送信波をFNいるパルスドプラ法の説明について,正TJl桝まとれか　たf:

[:I.速は1500m/SとJ?る

掘転 "___｣乱_

200us

目　送信パルス〔r)中心周波数は2MHzである

2I　パルス繰り返し周波数は25kHzである

3)最大!,qrJ完深度は30〔mである

4)サンプルホ.)二7-ム内の山uiLが速度15 m,Sで探触丁に近づいている場/uL　ドプラ偏移剛良

数は2kHzとなる

5)ベ-スラインソフト横能を使用TJない場合,ドプラtfFu移同池数が25kIIzを越えるとエイl)

アシングが∠上じる

a (1H2)　　　b rl),I:51　　L (21.:3)　　　d (3),(4)　　e (,1川う)
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§4　トプラ′去

済慧罰ドプラ法についてTEしいのはとれか
り-　カラ-ドプラ法で血流速を求める場合　角度補止は必要ない

(2)連続媛ド7"I/法で血流速を求める場合,角度補TFが必要である

･::j)連続波ドプラ法ではエイリアン/ク(mり返L現象)は生じない

■4J送信パルスの捌吊を大きくするほど,検出叫龍な貴大速乾を人きくできる

IL5)ドプラ偏移Ppl波数は別寸体o)通覧と送信周波数に依耐ノ,媒質U)占速とは関係ない

Z] (1).12J b ll)(5l c ･L2)I(3;　d (3)(4)　e l/1い5)

監詔ドプラ法において.エイリアシング(獅返し現象)哨/LL柵､状況の説U)I,i

してTr:しいのはどれか

ll)血/JfL速匿が速すぎる

･:21超音波周波数が岳すぎる

t:i)繰り返し胤波紋が高すぎる

(4;血流と超音波ビームのなす角度が90nに近い

:5)起首被強度が大きすぎる

､1),･:;'))　　　b (1).(5】　　( (2日31
d (こう),(4)　　　e　り-(51

監謂ドプラ法について止-ノいのはとIiJLカ､
(11物御)移軌重度のうちIfB音波のビーム方向の速度成分o)み検出できる

-､2､■　連続波の超占波を便rHすることはできかゝ

(3】送信絞り返し周波数が高1ざるとエイリアシングを生じる

:4'送信する超音波の周波数が馴ざるとエイリアシングを生L:ることがある

(5- ⅠIPRt:法はパルストプラ法の　形態である

a 111(2L:3'　b (ll,:2日5:　C (i).(4).1引　d 【2い3),(4)　e (3)14)〔5,

監詔正しいのはどれか
ll)カラーードプラ法における'Jl散表示は　山LJfL速度のハラソ千万を表示している

(2)郎和良ドプラ法では,送信と音信を異なる振動了で子]う

(3〉　卸安補TF-を行J)際角蟹の計.脈て差が一定でも･超拝披ビーム方向と山充jlrUJのなす角が直

角に近くなるほど黄終的に算ILrほれる血流速乾の誤/I..は大きくなる

(4:パルスドプラ法において,超音波の周波数が高いほど　検Lu可能な嵐ノく速度が人きい

:5)組織などの動きの遅い物体からの不安な反射伝写を除去するためには,クラノタフィルタと

呼ばれるT7-バスフTルタが必要である

a (lJ･(2J･::i)　b Ill(2).(5:　C (り【4),15t d :2J(L･i).(4;･　e 【3日4)1′{n
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卓5　　　　･

診断装置　仁

監冨諾罰sTCの可変巾柑30 dBある超十億柑装置で, 30 MHzの探触子を肌､て均一な

血便表,j､が得られる深さとして正Lいのはどれか

ただし.生体内での超音波減衰を05dB'cm,MHzとする

a　20(m b　15Lm L　12cm d 10(､m　　　　亡▲　8日rl

監慧盟図に示す電子セクタ探触子において.フォーカス点をFとするために,それぞれ
の素了A. B Cのパルスの送f卯寺刻TA. '1廿　TCについてTFい､のはどれか

ただし, TA<TBは素子Aが素子BよりEPく送波することを小す

a TA　-　TB　~　TC

b 'rA　<　'r13　く　TC

c TC　<　TB　く　TA

a TA　<　TB　-　TC

e TH　√　TA　-＼　TC

素　　　　　　素

子　　　　　　子

A B

フォーカス点F

監認詔正しいのはとれか
(1)電了走査型探触丁では.真IL]'ごとに電気的な遅延をかけることによって超占枝を偏同,集束

させることができる

(2)直交検波とは.位朴の等しい2つの巷照信号をそれぞれ･乏信信号と乗算して貴信信号の振幅

とf-;,_相の情報を取り出すjI法である

(3)カラードプラ法においてMTI71ルタのカソトヨフ周波数を上げうざると,血流通を過小

評価することがある

:Jl)一般に. [)tCOM規格に適合-ノた超音波診断装置を　デイシタルh式超占捜診断装置と呼ん

でいる

(5:送信時に行う多段フォーカスは,フレームレートを低卜させる

a (i)121　　　b (1〉.【5:　　〔､ (2).(31　　　d (3日4)　　　e (4)(5)

263-〔‖222
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§5　診新装置

済認証ハ-モニックイメージングについて正しいのはどれか

a　送信周波数と買なる同被数成分を利用する

b　同は数の異なった信号を送信し　それぞれ0)受信伝弓を;uD算うる

C　動いているものからの反射により周波数偏移を生じた信号を用いる

d　血流からの反射信号を取り出す

e超音披の透過信号を用いる

監認諾超音波画像のフレー1ルートを高くできる方法･についてTEしいのほどjtか
一日　超市波の繰り返し榔在数を下げる

(2-　超昌波也懐の走脊線密度を上げる

･3)観察ロ]能深度を浅くする

･4)冶効視野幅を狭くする

(5)超ii-波の周波数を上げる

a (lH2)　　　b (i),(5'･　　　c r2日31　　　d 13㌧:1)　　　e　州.:5:

監ヨ盟楚　ヵラ-一ドプラ法で也由上に臓器lコ一による着色が広範臥二みられたという　こ
のとき,超言渡診断装置の調繁項Uとして正しいのはとれか

a　フレームレート

b　受信ゲイン

c MTIフィルタ

d STC

e　超rl波山力

監認諾超吉彼の減衰のために.深部ほどBモー-ド像が桁くなり観軒ノづらいという　この

とき,超占披診断装置の調整税目として止Lいのはどれか

a　受信ゲイ/

b　プレ-ムレート

C STC

d　ブライトネス

eコントラスト

済迅電子走射二ついて止Lいのはどれか
り･電子的な手段を用いて超音披ビームを走査する

12､ 7ェレズドアレイ方式は電子走杏方式の-梓である

13)探触子先端の苗腎レンズを川いてダイナミックフォ-カスをする

14l　モータ-で振動子をlロ価三させて超音波ヒ-ムをJE査する

151同時に駆動する振軌了の素丁数が異なると　指向作も異なる

a (1日2日3)　　b :i).(2H5)　C (1､･14l･:5)　d 12'(3)(4)　e 131こ4㌧15■

263ー01222
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与5　診断装置

腿iTしいのはどれか
(1) STC tTGC)は.深部の周波数特仲を調整するための機能である

(21ゲインを上げるとSN比(S′/N)も向上うる

(3)ダイナミックレンジが広いほと.弱い信号から払い信号まで)ム範岡の情報を表示できる

(41超占液を照射すると超汁波造影剤の気泡が非線形振動することを利用してコントラストハ-

モ二､ソイメージングを千丁つている

(5)対放増幅器では　強い信号に肘する増幅率は小さく　弱い信号に対する増幅率は大きい

a (=(2)(3)　　t) (1h2日5)　( (=(4日5】　d (2㌧【3】.(4)　ヒ:.rj),(4日51

堅堅塁塁室振動子を複数並べたア/イで構成される電子セ//タ巷渦がある　アレイの開口は

2(〕 (IIIrlであり　探触了の鉛直卜^向から左へ:109力向に超市波ビームを偏向するために振動7-

アレイに遅延を与えた　アレイ両端o)遅延時間の;1.として止しいのはどれか　ただし,音速は

1500m′′Sとする

｣　20mm　=

､                              ･

よ定:二:_I: /

/J3



56
探触子

監琵謂止しいのはどれか
uI　7ットプl)ントの大きい探触子のほうが中心周波数が高い

(2)パルス幅の短い電気信号を振動子に与えると,ほほ中一な周波数の超昔彼が発斗する

(3) +Eの).rtけ斤を利川する音響レンスを削､て,起音波ヒームを集束あるいは拡散させることがで

きる

(4:超音波探触了一ほ,振動+の止電効果を利用して超言渡の送信およびそ信を行う

(5)アレイ探触子は常にすべての振動了を削て送受信している

a (日.(2)　　　b (1㌧:5】　　C 【2】,13)　　　d　は･1､41　　e (4､■15)

監罰探触+を構成する各要素と.超音波が伝搬する年休を兼響矧サインピーダ/スの低
い順に並べると. TTしいのはどれか

a I+体　R:電素子,音響整合層

b ,Fj=電素子.生体,音響整合層

C　音響整合層,ヰ_価, TT電素+

d rf電素子,盲響繋合管　生体

e　生取　音響整合層,拝電秦子

m園は一般的か)ニア探触子先端の内部構造を模丁に的に小Lたものである　各部の説
LrUjでjtしいのはどれか

;i A il,響整合層　　　　B　音響レンズ　　　　C　バ､ソキ/グfJ

b A　音響暫/LJl層　　　　B F--i響レンズ　　　　c pvnF

c A　音響レンズ　　　　B　音響啓仝層　　　　C　パッキング材

d A TT響整合層　　　　B　ハッキング材　　　C　苫響レ/ス

e A　古筆レンズ　　　　H ††響整合轡　　　　C PZT

20



§e'探触子

蓬臆諾遇正い､のはどれか
(ll PZT, PVDFはともにI土電セラミックスである

12J PZTO)苗幣特性インビ-一ダンスはPVl〕r･lより小さい

けl　音響繋缶層は便川うる超言渡の波長のl/2のI早さにすることが望ましい

(4)　役的な探触子に用いられている凸状の形,[人をもつ古雫レンスの昌速は. iL体rT.のtL二'1適より

も小さい

(5･ハッキング桝j:距離方向分解能を向上させる

a (=(2)　　　b 【1).(5)　　　C (2),(3)　　　d :3),l4)　　　e (4)･:5)

配≡監識探触子に憧川される振動了の材料こついてT:しいのはとれか
(1) PZTよりもpvTjFのほうが音響特性インt:J-ダンスは高い

(2) PZTよr)もpvDFのほうが電気音響変換効竿は低い

(3) PZTよりもPVDFのほうが周波数帯域幅を広くできる

(4) PZTは圧電セラミックスである

(5) PVDFはrf電セラミ　ノクスである

a (lい2).(3】　b (1日2Ll5)　( (1日/日,(5J a (2).(3い41　e 13),･4).(51

済探触子の特徴とLて喜穴っていろのはどれか
a　シングルエレメント接触+はメカニかレセクタスキャンに用いられる

b　アこュラアレイ探触子は　rUJ心LLj,rJ､に分割された振動Tからなり.多段フォー-カスが可

能である

C　リニアアレイ探触7-は.短冊状の振動了が俊数個並べられており.電気的に駆動する部

分を移動させて也像を得る

d　電了セクタ探触了は.短nTl状の振動子が複数個並べられており　位朴制御によりヒーム

を局状に振ることができる

e　コンペックス探触子は,電子セクタ接触十と基本的には同じ構蚊である

済御子を構b?する絹振動了,市警レンズ音響整分層を･音響離インピーダン
スの高い順に並べると,止しい0)はどれか

a　昌響レンズ　ノ　音響整合層　′>　止電拙動子

b　音響レンス　>　FF電拒動了　>　音響整'uL層

C )i電振動子　>　音響レンス　/>　占響整合層

d rf電振動子　>　音響繋/LJl層　J>　音響レンズ

d　音響繁合層　>　FF電振動了　ヽ　市警レンズ

21

*
秦
描
那

望
=現

戟

∴
■　　　　■

誉盲

`

鷲
･･二二

､一

韓
-1

サi

I:;

■

∴

常浅



与6　探色王子

m迅電了走査式探触子における音響レンズの果たす役割として誤っているのはどれか
;l　振動了を保護する

b　スライス方向の音響焦点を形成する

C　体との音響的な諦･着をよくする

d　水分を吸収Lて言渡の減衰を少なくする

e　身体と振動子との電気的絶縁を強化する

mグレーティングロ-フの発ヰに直接関係するパラメータとして止しいのはどれか
(1)超音波ビームの偏向角度

(2)送信繰り返しに那在致

し3)超ii･波の振幅

14)超音波o)波長

151アレイ探触了を構蚊する振動子の間隔

a H)(2い3)　b :i),(2),･51　c H).(4㌧･:5)　d 12J(3日41　C 13I14:.(5)

22



57
診断装置の
操作運用

弧迅正しいのはとれカゝ
a　超ii-波診断装置を移動して使用する場合はアースをとる必安はない

b　接触+の盲琴レンズが少いよがれていたが, TT:しく機器のアースをとれば安全は確保さ

れている

C　誤って探触丁本体を床面に落としてしまったが　也像の劣化はわずかなo)で消毒してそ

のまま使川している

d　超音波診断装置にアースィ､Jき3棒電源プラグを削ているときは,背面に付いている補

助設世端了はノイズが増えるので悼川してはいけない

C　超音波診断装置を使用rTlに異臭を感じたら,装置の電源をOFFにLて,すぐに専門知識

をもつものに連絡する

済探触子と生体の間に塗るゼリーの目的についてTFしいのはと九か
(i;･ゼリ-によって探触子と生体を密着させ,超占波による振動をおさえてプレをFIhlトする

(2)接触丁と'+体の間の空気をなくすことで＼超音波をスムーズに人射させる

(3:･生体♂)上で探触子をなめらかに移動させる

り)分解能をIh｣上させる

(5)接触了の発熱から生体を保護する

a (1/12J b (i).(51　　　C ･2).:3】　　　d :3).(4)　　　e (4:,(5)

億慧罰探触子の取り軌ゝについて止いゝのはどれか
(1;検食を行う前に昌響レンズやケ-　スに亀裂や損傷がないかを確認する

(2:探触子の居名籍触回には,強い衝撃が加わらないように卜分fi二鳥する

(3】消市可能な探触子であっても,一般にコネクタ部を汀J'毒液に浸してはならない

(4)超言渡診断用セl)-は蒸充してしまうので.検査終了後も拭き取る必要はない

(引　探触子の表而温度が通常よl/)高くても,画像に異常がなければ使朋可姥である

a l1).(2い3)　b ･1〉.【2l.(5)　C ･い:4),(5)　d ･.2い3:,14l c :3:,(4)..5)
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§7　診断装置の摸ノ乍運用

腿病室に超奇抜診断装置を移動して使う際に正しいのはどれか
:1】病棟のコンセントに3P端子がなければ3P-2P変換プラグを鞘いる

:2】デfスプレイの明るさを調節L　見た臼だけでなくプリンタなどへの記録の時の画像の輝度

が検査室での記録と同じようにする

･::j)事前に病'基の電源裕貴が卜分足りているか病室の管理者に確認する

(4)パネル,のゲインを調節して也像の輝度が検在室での倹香と同じになるようにする

･:5)電源コ-ドの長さに余裕がないときは2Pの延長コ-ドを使川し余裕をもたせる

a ･:i)(2:　　　b 【1㌧15)　　　C (2､･しこう)　　　d t3日,I-　　　e ･4),(5:

監≡義認ifしいのはとれか
･:1)ディスプレイのフライトネスとコントラストは,画像に応じて変えるべきである

(2)ビデオプリンタU)也像が明る1きたので　診断装置のケインつまみで明るさを調整した

(3)那屋の明るさが変わったので　ディスプレイのコントラストとフライトネスを再調整した

(4) 1枚のCD-ROMに記録できる画像の枚数は,剛象の種類甲,同質. I⊥縮牢によって異なる

場合がある

(51ディスプレイとビデオプリンタでは, )特性が異なるため風儀が一致しない場合がある

a (1).【2),(3)　　b (i),(2)(5r c (lい小(5)　d (2リ3),14)　C 13■･:4),【5:
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卓8

安全性･
保守管理

l器義慧探触子の取り扱いについて爪しいのはどれか
il)探触了は,コネクタ茄も薬液にi副ナて消毒する

[2)探触子の滅菌には. 120- 130℃のオートクレ-プ滅幽法が適してい,7J

〔3)検査終了後は超音波診断用ゼリーをきれいに拭き取っておく

(41接触丁の曹者接触面は機械的に弱いので　耽り扱いに注意か比､要である

15)洗新二よって触れないLLJれは.有様溶剤を用いて除去する必要がある

a (lH21　　　b　一日:5･　　　C 12㌧(3)　　　d (31,:4)　　　e ･:4H5:

隠蔓診断装置を;&L胃するとで適切なのはどれか
･1)設置時に施設管理者から配電同を取り′言｣せた

佗)コンセントと装置の間に安定化電源装置を介Lた

･3) 2PコンセントLかない0)で. 2P-3P変換プラグを使用し　アース線を部韓にあった水道の

配水管につないだ

(41消費電力が15LX)Vへと書いてある裳帯2台を　韓の100V. 15Aと書かれた2rlコンセン

トの上と下につないだが　動いたのでそのまま使嗣した

:51本体に接続する記録装置頴の電源プラグを　すべて装碍本体o)コンセントにつかIf=

a :i).[2)131　b　日い2)1か　( 【l)(4日tI')　d (2)(3),(4)　e　■3).･:1),(5)

院議義超音波話術装置の取り掛ゝにつ.)1てITしいのはとれか
(1】同じメーカの装置であっても.初めて僅肝する機樺の均告は.必ず取扱説明書を読んでから

操作する

(2)電気メスなと,強ノJなノイズ発生源となりやすい機器との同時使桐は,棒JJ避ける

L3) ･3,i:置本体のア-ス端TをTr:しくは統一ノTV､るので,アースfLJき3PCJ)電源プラグを, 3P12P

の変換アダプタをFBいて.アースなLでT史川Lている

t4)移動時に本体U)カハーが破損し,外れたが,剛象は通常極り表示されるので.そのまま使用

している

(5､消費電力の人きい装置が接続されている系統の電場コンセントを使朴㌻ると　ノイスの影響

を受けることがある

a (lI:2】,(3ト　　b (lい2)15l　(日)(4I:5)　d (2･･判(4)　e (3).:4日5｣
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§8　■i,:全,生･保守管理

済認諾メカニカルインデノクス'MI)について忙しいのはどれか
】造影エコーの/=めに考案された指標である

(2)電77カーカスの焦一rl-D古址を表した指標である

■3)装置としての最大許有情は19である

りl　周波数に依存して変わる指榛である

(5,複合モート時はそれぞれのモードのMIのなかで-番人きなものがその時のNTlとなる

a (1)(2㌧･:3)　b　什･･2),(5)　C (i)(4】(5J d ･:2),(3い4)　e :3い41(5)

済還遜超音波診断装置の安全性に-)いてTFしいのはと九か
り■　サーマルインデソクス　LTI)は'+一体組織o)渦乾を2℃上げる掛千波強度をさす

(2)メカニかレインテックス(MI)は超音波の周波数変化を表1指標である

(3)メカニカルインデソクス(㍉TTノは波形の負圧の大きさを周波数の平方租で倒･つたものである

:4) ARALAとは診断情報をできるたけ得つつ　超肯波の唱射強度をできるだけ低くするという

ことである

(5■　SPTAは超音波の強圧を表す指標で.空間平均時間ピーーク強度のことである

a　小･:2)　　b (1'J5)　　C (L':13)　　d (3),(4■　　　e (4日5'

薫還≡濫襲起言渡診断装置の取り払､について正しいのはどれか
(i)初めて使用する装置だが　との没去置U)機能も莞引以なので枇扱説明書を読む必要はない

■2'装置を移紗する際･搭載されている機器が多少ぐらついていたが　平川な通路の移動である

ため　そのまま搬出した

'3)局;JJRラインからノイスが侵入していると想われたため　別系帝のコンセントに接続L直して

みた

･:4)電源投入時に異見を感にたので.すくに装置の王電源をtJ川.担当者に連絡した

･5'探触子の.LT響レンスが少しはがれていたが機器のアースを正いとっていたのT,そのまま

便屑した

a (l)し2)　　b Lり(5)　　C :2).(3)　　d (3:,りp e (,1),15■

叢詔超昌枝LH力の安全性の指標のうち温度上昇の指掛りサーマルインデックス(′11)は

そo)対象卿他により第山式が研なる　サ･-マルインデソクス(′rTJの算,lr横とLてJ,三菱されて

いる対象組織として正しいのはどれか

:1】骨

(2)軟部柏織

13)頭蓋眉

(4)定席

:5】血液

a (lH2)13■　　b (i:'2)(5)　C　-Ill:4)【5:　d (2):.'i:(1)　e ::3い4:,一51
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58　安全性･保宇管理

済超音波の音響的な安全性についてLLLいU)はどれか
(ll 1､.∫ ､は計場中の音の強さの平均値を時間平均したものである

(2J　サーマルインデソクス･TI)はLL休組織の端度上昇に関する超ii-波出力の指標である

(31メカニカルインデックス〔MI)は生体に対1る畷椎的な作川を表す起言渡EHL.jJの指標である

(41メカニカルインデノクス(MHは波形のTF止の大きさを問波数で割ったものである

(5J IsrFは音の強さに比例-ノ　周波数に反比例する

a (lI:2)　　　b (i).15:　　　C (2)13)　　　d (3)(4)　　　e (4い:5)

I琵慧遜起首波の占剛は全件についてTFしいのはどれか
(=　サーマルインデックス(TI:とは.生体♂)ある組織の混在を1℃上げるのに必芙な昌の強

さを示す

r2l　メカニカルインデソクス(MI･とは,キヤヒテ-ションなとの'+体に対する超音波の機械

的作用に関する指標である

3J　占仔情が同じであれば,超音波同抜放が高いほど, MI値は低くなる

･41 SPTPは.昔の強さが苗場巾で最人情,あるいは指定した領域中で極大値をとる点での音の

強さの時間平均値を小す

5l　超白波の絞り返し周波数を高くしても　SPTAは変わらない

a rlI･2)　　　b 【1Ll5)　　( :2㌧(3J d 【3いい　　　　EL (目し5)

l隠藍遜TFしいのはとれか
a　起言渡診断袋帯を移動Lて使用する場合はアースをとるEJ要はない

b　探触子の音響レンズが少しはかれていたが　幽像の劣化がない0)で　そのまま使川して

いる

C　患者に接触する探触了の表面は　37℃以下になるよう設計されている

d　超音波診lfIl装置にアース付き3P電1収プラグがfJいているときは　背田にイ｣いている補

助接地端了はノイズが増えるので使用してはいけない

C　患者粘れ電流とは,診断装控;の患者の体に接触するHT,分と接地との問に患者を経由して

流れる電流(I)ことである

Em 'り兵はコンヘソクス探触了の七.トを拭い　空中に放置した状態の仰像である　装

置の状態として考えられる州J-どれか

Ll　鞍器および探触子とも正常である

b　粍器の設定が正Lくない

C　探触子の一号l三が破損している

d ,Jく示装~直(モニタ)が破損している

e　送受信回路の　一部が破Ⅰ削ノている
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§8　安全牡･保守管理

Ⅷ探触子の消苛と減剛二ついて正しいのはと札か
日)術中や穿刺に悼川した探触子は,まずrFrl液や体液を洗い流し,し-'かり拭きとってから消毒

や滅菌をする

(2)探触子の先端に傷があるが.両便に影響していないときは薬液に漬けて消毒し使用する

t3)探触子の滅菌には120 - 130℃0)オートクレーブ滅良法が適する

1､41エチレンオキサイトガス滅菌を行う場合は,設定吉報度は6()℃以上でなくてはならない

15一　汁]'毒や滅菌のできない探触了を術中などで使Fil1る場合には　城南されたハルンをかぷせ使

用する

a ll)(2)　　　b (lI.:5)　　　c l2日3)　　　d (3い小　　　e (4)(5)
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解等･解説

済欝琵正解=b

(1･振幅が同じであれは連続ノかつ斗均竜jJ:i:

ハースト波より大きい

(2)媒質による吸収減貢がない場弁でも,球Ill

被は伝搬とともに拡放して振幅が小さくなる

(:3)媒質中の減衰が)(きい場合ござ,,境界面で

のri朴終数と通過係数の利は1になる

(4;球面波が平｣甘な穏界何に入射する場合でも

柾壬｢la)法則は成､'/する

r5】波長に比へて十分に小さな苗源から発生し

/i.:音弧は,球血液とみ,なせて同心球状:二私がる

監謂正解=e
古幣特性インピーダンスZ▲-p,xc_ (官位p,.

昔通り　の媒質と苫響特性インピー一夕ノスZ2

-p_×C二(密度p2, H速√,1の媒告のJ3:削二お

ける反射率Rは1､人下の打ご表せる

Z2-ZI P:X,､2-PIXcI C2-(.

Z,p+ZI P2XLコ+PIXcl r.,十√1

た/>=/し　この問題では,媒L'Eflと媒aJT2の密度は

等しいので. pl /J2である

したが-つて　音速Llと'三の王が)(きいほとL反射

率が大きい

監慧罰正解･b
ドプラ効果とは,昔7)/eが音信旨旨に近ついていると

きには　受信器で横山される信号U)r去]減数が告源

a)Jj]11在数より¥,高くなり　=-7ラ偏移同711数が十

になる､･音源が･三信器から遠ざかるときには

受信器で検HJlされる信号の闇減数がFi源の同被数

よ;1もIllくなる(ドプラ偏移l占｣複数が一になる)

現象である

監詔罰正解=a
l1:スぺ/クルは,渡菜よりも小さな間隔で存

在する多数cfj散乱体によって散乱きれた超苗波の

7秒:I_よってLLじる

:2)リニアアレイ抹触/における電+集束:i:

探触子中の儒軒㌻る多数の振動/薫(〟)各素+那

超廿渡を送1六または受信㌻るタイミングをコ/ト

ロ-ルしてT渉を利rTH/て目標とするrhで超音波

253 01222

ど-ムを集束するjJ法である

(3･連続披ドプラ(ムて冊.ゝられる超古池も条T′E

次第で干渉うる

(4)カ;)-ドゾラ法では　山域=コーの干渉で

はなく,ド7'り効果を利用してIh.流速を求めて∨一

る

(5:パルストプラ法におけるエlT]pl'シ/ゲは

超音波の丁渉ではなく.トプラ偏移周披数かパル

ス根り返L凧波敦の半分の周波妻女を越えたときに

起こる折り7生LfiJ象のこと

済正解=b
:i)超苗被の非線形作用を利増したアイ　アシp,

ハ-そこノクイメージング･′THT･では, 7:uJ調池

で形成されるサイトローブレベルが基本狼の廿イ

トロ-ゾレへ)i/より小さいので　仰エコー部の描

山に優れる

(2)送信する超音波cl〕振幅を芋/Jj-にしても.普

信される高調波成分の振幅は半分にならない
･3)超言渡の非線形伝搬は高音圧ほど音速が速

くなることにより/+じる

(1､･一帳的なハーモ二ノクイメージングでは.

基本法成分･より.tJ調結成/)JLの振幅のほうが人きい

とは限LL,ない

(5)超言披造影剤のマイ//ljハフIレは壊れると

きに人きな高調波を放射する

にコ顎正Al:b
(i)パルス波のId,'rf文数が.tJいほど波長が細くな

は･同じ同派数のパルス淡ではパルス技が短く

なると帯域l肺がはくなる

(3:一般伯に:三　パルス波の岡城数が高いほと

減衰が大きくなる

:4】パルスノ皮州占｣液教と振幅は虹関係

:5】周独数依存減衰U)ある組織を過過すると

同派数の高い成分ほと減衰が大きいので　帯域が

放くなr)パルス長が伸びる

私議正解=b
･11,l　寓更がさ,; Lくても肯T軸で異なると境界に斜

め入射した超音波は畦折1る

･2) I.や,1度が等しくでも音速が異なると書架特注

インlEご一ダンスも冥なh反射する

･3) ′折'P生が異なつても苗連が等しいと屈折はしな

い

(1)宕幣特件1'ンピーダンスが等しくても言連



解答　照説

が異なれば,bj計する

)古学粕伯イン1-:一夕/スが等しければ反射L

ない

済認諾正解=d
このFpL,2割よ!.M/｢U)問題である　超音波の大別角と

F7EE折角の問にはスイ＼ルの.朋Uが成り立つ

三也=塑oii
i i     r_,

上1㌧は.音速√　の娘賢I i_音速′三の媒質2C')局

界山二人別角βlで斜め人前L/'=超市波は, frJ更

82で別けることを不している　こGF)とき　入

射frJや芹削年角は　超音波の進行方同と1,T7L界面のな

T角ではなく,超言渡のi軽行方IL｣と境界面の法

線価税目F)なす軒ごあることに注意しなけれ:ど

fE;らない　また　境界面0)法線(境界線)と超書

抜C,)進1J-jJ向のなす角膏が大きけjLば　媒質の音

速も大きい　この間抱の場合は, β1, 0_. ♂.と

次第にFJ良が大きくなるので.媒質0)音速も′

(_　√ぅの順番モ次第に人きくなる

監慧運正解･d
:i)体州二おいて　投書娘のf三滴㌢重度は　生体

組織の植類やiEI.度によって異なる

(2.血T.売通性を測,志す''～こ'は　スネルのノ去則で

はなくドプラ効果を利FR計る

･u･う､ -掛二組書娘の減畏:i: /占紙数が高いほと

ノ､きい

(4)音響桁≡生ノンピ-タノスは　媒質cl)蔑圧と

伝東芝J卦芝の桧で表される

151,音響特件インピーダンスZ▲の媒質】から.

音響特性インピ-タンスZ三の媒質2へ超言張が

入射したときo)k射封土, 2Z▲/rZ.-Z2いごは

なく, ･Z_-Z▲･ LZ三十Z＼'である

済班正解‥a
昔′峠こ掛則者が互いに接近しているこきに,斬`mJ

古の聞く苗の剛史敦が晶も高く聞こえる　Eilの火

印の向きを正の方L..jと計るとij順の速度7が

TFで.掛則古の速度Iiが負のとき:∴　両者は互

いに接近LてV､ることになる

監諾済正解d
減衰係数が05 dB′cm Vllzの媒買rTlを2 MIIz

の超言渡が20 cm伝搬し/=ときo)減衰量は2日dB

である　こグ)ときcT)受信渡のSN比は川dBで

あった　-ふ　同じ媒質中を5MfT/の超肯波か

10｡mf7=茄呈したときの減長嶺は25dHである　こ

のときプ)減衰量は　前YT (2MTTx fム雑距嫌2O

i-111＼)に比へて5dB大きい　したがって　S Nは

両ii 12m川/, lj三澱距離20LInで　減衰量か2()

dBl　よりtI)d上1,J､さくなるので　5dBててぁる

済正解=b
･′l) :イ･は晶もバ)./ス幅が短く　崩も高/Nt解能

な画l'&をがFl,ることができる

し2)掛)ノ亘L同減数がlH｣じであれは.･Lrこ(ハ)

の｢′均TFa力はi司じ

(3) ()､∴三中心は偶数が最も低いの亡.晶も減

衰が小さい

:4】 Tム搬速度は波形:I:三依hしない

(5､･パルス幅の短い波形ほど同拡散帯域幅は広

い･イ)のほうが(TIノ　よりもパルス幅が短い

ので帯域幅がrムい

済詔詔正解C
(1)波形が正弦波瀾1:からNT形ノIjLJl‡洞2､)

に変形lノでいるので. l実12のほうが多量の高調波

を育みLLJJL､周波数が高くなっている

･2)法彬がTT:弦波･凶1)かシ'N字形波形個2ノ

に変形しており,古庄が高い:三と媒質6')吉速が遠

い非,線)P/効果の彩管を受けているときに生じる特

有cr)規象

1.,引　渡形が止張披く阿1ノかAjN字′1'n皮形(担;2ノ

に裟形Lrいるので.払2g)ほうが多号のL白描波

をf,Tんでいる

(4:ノi>ズはlJFわっておらず　S′Nは劣化して

いよい

(5)高Flff枝を肯んで帯域帽は広くなってし'る

置認詔正解･e
苗連｡波長/しと間波牧jCF)閏には以下の関係が

ある

C

j-I

よって.間接数はilTITzとなる

済≡還済正解‥b
tlノ　小心同被数は(BI Gi)ほうが高い

･2)周波故市城は(A′　のほうが狭い

し3:帯域l指が広いほとパルス帽は短い(A)の

ほうが帯域幅が狭いので　パルス幅は長い

-4)据幅は･Aノのは:)が小さい

し5'満城帖が山､はと拒柾分解能がよい(Bl
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解答･解説

のほうが帯域[;I融11]ムいU)で　距離分解能がよい

済選抜正軒a
二6')間過は　肯速の異なる2つの殿男の境界に

斜め入射Lた場合に生じ/DR引けに関する問題であ

･7J FT?LLtmま,吹,11㌧o)スネルの法則に従う

三吏坦_三些)
CI C=

済還録正解･C
高村度エコーAのイ｣妃には,同岡と苗響捌ごLイ

ンピーダノスが大きく異なる物質が存lilる　こ

の場合,超音波はこの他賢の表面で反射されるた

め,物肖の】兼iFl【に相当うる位掛二.EJ輝性n画像

が表示される　しかL,物㌍U)上表血で超古波の

ほとんどがF丈別される[=め　物'TEiの上表LLiJCJ〕L皇∫碓

壁エコーAより下部には超苗被が海手｣てきない

ので.昔幣的な陰:肯響陰艶　アコースティソ'/

シ†′トー;･ができてしまう

監認諾正解=C
･l)ス′く′クルパターン:=　波長に比へて十'Jr

に小さな多数の散乱体が波長よりも小さな開梱で

集合Lている場合の散乱渡の干.,)iiによ:) /上じる

12■　スペノケルパターンは　散乱紳織の構造と

直接的に射止. IJ J'J:い

13p　スペンシルU)大きさは.超音波の送信同積

数と関係がある

(4･スぺ/クルパターンは,波長より小さなitLE

致C7〕反射休が果汁している場糾二Llずる

(5･スペソクルパターンは散乱祁織の構造と直

招的には肘IL､ Lか､が,紙亭射判犬なと診断情報と

はき旺関係でない

済還罰正軒e
媒L"Earの音響静rq=インピーダンスは　密度p　音速

Cを用いて次式のように表される

==PXr

まJ+=　音速は,体積弾性キ　^-と,Y..妓pキ用いて

次式で表される

･､

〔~1lp

古賀,特作インlLtダンスの式のなかの音速に, ⊥

式を代人うると以下のよJJになる

こ-PX(-PX､官-Jホ-(pxk-,1

監≡済慧正解=d
(1)脂肪層の肯通は超Fi波診断装置の設定音速

である1530m,Sより宰)遅いが　この完'3響で脈的

屈より後′'にある1-ての組織の厚さが実際より

小さく計測されることはない

[2:脂肪層の減衰は他の軟祁弧総lI)減衰よ:)ち

大きくはない

こ3)脂肪屑のH速は超言放診断薬置の設定音速

である1530m'Sよりも逆いたれ　脂附盛の厚さ

が実際よ;)も大きく言l測される

･14)脂肪層による散乱の彫饗により画質が帆卜

する

監罰正解b
･2)　■呂の.lHj校はアコースティ/クン†,l､-の影

響で観測がむずかLい
(3)超音波の波長が長い:まと同概数が低く, ′L

体内でU)減衰は小さい

-4p　矧小二はガスが存在うるのチた瑚蔓減貫が大

きくなる

(5･嚢胞内での減衰が同開祖張より小さい土嚢

胞C7〕綾方のl r-は増強される

監還罰正解d
I+体組織rTlの減衰係数は大体以Tt G'〕ようである

骨　　　　1- 13　dn,cm'MHz

筋肉　　15) - 2Lj dIう(､rl1'MTT;′

軟祁組織　約IdB′cm′ル1Hz

脂肪　　　約06 dB′cm′MHz

血液　　　01 -02dB cm,MHz

監還謎正解･C
この媒質の減衰係数をLZ dTl′cm,MHzとL IL]

波放5m1H∠における観察叫能深さをD cmとす

る　超古池凧波敦311Hzで深さ10日11まで親祭

できたといつが,この<t:さの減貫号は次のように

なる

減衰量dB -adB,cm/MHzx3 11Hzxl0 cm

周波数を5MHzとした場合も　上記とIL]Jじ滅茶

早になるまでは観祭uJ能なので,次式が成り立つ

減貫首d上う- a dと;/cm二＼IIrzx5M777XD LTll

上記C/)2rlLよ:)　次式が伐り上,J

udB'cm′MHzx3 11Hz〉(10 cm -ad上う′cm

㌔,日†7×5 MHzxD cm

体
敬
.･1
r･.}
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解答.照訪

配認証正解e
11体組織rTlの音速は大体11⊥下C/)ようである

骨　　3000 -ノ1000 m s仕度

筋肉1540-1585rn,S鞍度

脂防145()- 147f)rrl/S程度

･ A.=　　正解:C

深さ15Lmまで観larHる域'=-.超音波は30cm

()3m)伝搬する　これにかかる時間は

I-　こnl

1500mノ`S

2×10→S　となる1秒間では

ラマ前=5000　回の送三イ己が可能である

･､　L=　　正群こb

ユ1モートでは振動了を出ノヒして~バ'レスを送.三波

する　これによりI占l荒したビーム軸上の臓器♂)時

間変化が親祭できる

監選抜正解=C
鞠体U)音速が水よ:)も遅い(7Tで,柳!+内の†⊥､矧王

水の場合より叫関がかかる　伝搬時rilが長く+Elる

と.診断装置はその韻域をより長く衣ホ-4る　し

たがソて物体の底辺が卜に伸び7L=ように衣不され

る　また物体内の超言波の畷帖りために　物体C

に到達する超肯渡はtiの場Flよりも減衰してい

る　したがってBよりもCは梢く表示される

監慧監整正解･e

送信繰り返し周波数か10kT77のとき, 1回のパ

ルス送音波にかけられる時間は01TrlSとなる

この間に超Irl-渡がfム搬できる距離は15 LTrlで

これが往禎o)距離となるので　患抑JDl能深度はそ

の半分の75cmである

m正解･d
深さ1T) cmで反射するときの往復の伝搬i巨雛は

30cmで.これにかかる時間は02msとIfる

伝搬時間は古速とTl､搬距離で(,ltまり.周波数は関

係ない

配認識正解･d
伝慣時間が1FLH良くなっているので.伝搬距離

は15mmほど長くなっでいる　したがって　対

象物は遠ざか-Jており　そのh!Ll離はイム鞭打離15

mmc')斗/),-の075mmとなる　対象物表血から

の反別狼を問題としているので.対象物JJ内郡の

苗速は関係ない

監還琵正解b
fェ僻時間は4OiLSなので　は搬抑排は60 r‖Inで

ある　Lたがって　rTL射体までの距離はその千分

の30mmとなる

監謡罰正解:C
減貫係数がdB,cm′M‖/)で表される場合, dllで

表された減貫首が距経と同渡数にそれぞれ比例す

ることを意味する　周撮教が2MHxから5MH7

へと25倍にな:)　減貫首を同じとするならは,

iEJ雛は1′25伯【1cm)になる

監詔≡詔正解=C
国では　探触子を即しつり/=状管で,抹触[とk

射体C7〕距鮭が』rたけ短くなっている　したがっ

て反射I TI-は』tほとI jJI二様軋.する　一九

多重反射-jる超音波は,反射体と探触子の朋を2

往復してし　るので,探触子を動かLた岩3饗も通,?.'

の反射エコーの2十か二なる

監詔冨蛮正解b
20cmO)深さ三で見る壌/Ei.超舌波は最J(40 cm

伝搬する　これにかかる時l削ま, 40cmx65JIS′

(m-260JJSとなる　送信繰り返LJL]波数が4

kllZの場;-Tには.送信繰り返し周期は250FLSで

あり.ニiLでは不足する　送信繰り返し周波数が

3 kHz,ならは送信紋:)退IJl討別は3331JSであり

20 cmの深さまで掛REj可能となる遺沢肱の)..かで

は晶も高いフレームl/-卜とILEる

監認詔正#･e
肝離分解能は空間的パルス長の半分になる　rTT心

樹枝敬川九1tizの起Fi減の同異別よ()l/JSで　波長

は015mm e,香)る　園の波形で:よ　パル/ス丘は[)

同朋分なC') TT_JI:I告的パルス長に075 mlnとなり

距離分解能はその半)Jlとなる

監器認正解･a
パrレスの帯域順はパ).,ス丘で決まり　パル/ス長か

長いほど帯域幅は小さくなる　比帯域は帯域帽を
rTIJL周波数で割った他である　拒pWJl解誰に:パル

ス長で決まり　バ)レス紘:)返L周波数に:ま依存L

なし　すなわち　パルス長が短いほどJTU域幅は大

きくなり. BFi離分解能はIrlJ F1-a
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解答･照言,7,

済道道正解d
ビーム軸jJ.n.･の速度砿分は10 cm,sxcos (60亡)

-TIN,m h　-L川5TTI Sとなる　こC/)ときo)ドプラ

ンフト周波数は20OTT7である

監還発正解･c
E2:エイリアンングはドプランp/ト周波数が送

波繰りJELlJ同波致o〕半'jj-a)は]抜放を超えると生じ

:ll L:う】トプラソフト同法数は皿流速度と通波

)軌変事如二比TqJ Tる

:4) (5:連枝苗止はpTイTJl'Jアシン//とは閉:系せ

ず　血流とビームのなす句が人きいとビーム軸方

JllJの速度成分は小さくなる

監認識正解･d
時速1日Hknlは30m bである

けテ偏移周波数は空Iuで鵬から
C

l､ =30m,S.j｡-1Oxl()Jll∠ √　3()×1げrrl,S

を代人すると2kHzとなる

配認慧正hS=a
超占渡ドプラ法で計7JJrJできるのはビーム仙)J向ク)

適性成分であり.逆波の形態｣連続池かパルス波

か)にはよらない　通読披ドプラノ去は俳離分解能

:まなく　距尉i'JJ解能を有するパルストプラ法では

送波パルス0〕練:)退L)llJl定数により観測深度が(入

まる

監認盗正軒C
パルスドプラ広で横山できる長大U)トブラシフト

Jl-J波散は連枝パル八の繰11返しl封紙数で決まり

ドプラ偏移),lJi佐敷は通性のtJ一ム軸^向成分とJ主三

披周波数により決まる｢)ンプルポリェームを人

きくTると　より仏い禎域からC')⊥-J-信号を朽

ることになるので　領矧^)の流速が一様でない域

I-Tはドプラ信FJの帯域は｣ムくなるJJl-L速のばらつ

きが小さい現今でも.サンプルポリ1　ムを大き

くうることでドプラ信弓の帯域が狭くなること:ま

ない

既望正解･b
】｢弦按4サイクルの信号長が2LISなo)で■い心は]

波敦:ま2Mllzで　転射体速乾が15rn/S(/)とき

のドプラ偏移周波数は4kTTZとなる　またパル

263 01222

ス繰り),:LL周期が200FJS′なのでパルス枚り返L

同積数はL5kTT/である　このときGr)尾大測'Jii深

I射まIt-H-mこなリ　パルス繰り返L周波数Gr)辛

'JJ(乃凧校数(2tI)kHZ･までのドプランr/ト周波

数が検出可経であ甘

藍還慧罰正解C
超苗flkドプラ法で検出できる州まビーム帖方同0)

速度成分であるか3,逆波の)I//,態1つ表不形式によ

らず角捜補TFは必要である

m正解a
山LJ;己と超甘波ヒ-ムのなす角が901に近くなる

とIr=Lム仙JJ向o)速壁成'Jj-は′J､さくなり.積出

される速度も小さく11る　超音波強度は　i fリ

アシングの範/fとは関怯かない

監≡笠憲正解･c
HPRFは送披パルスの繰り返し同渡数を高くした

パルスドプラ法である　講波繰り返lノ同渡数を高

くすると純減可能な深度が小さくなるが,この関

係を無視して深部まで観′,urJ可能として~いる　こ0)

ためにサブゲートが叶に.複数の場所cT))重圧情事艮

を171時に検出LてしまJ) (平間分解能に憶昧さが

坐二る)

監器監認正解=a
(2)連絡,,lkドナウ法では超音波が常に送信され

るため　受信のための掘削子が送信とは別に必茨

になる

(5､･クラ/タフィル///は　遅い物体からのドプ

;/シフト似.良散村iLIJl言号rJ丈'JPを抑rT-ノ　高､･周

波致o)信号成分を娼過させるのでハイバス7 I ,レ

クに′1･る

済済正解=d
超市波の械民がりtL-) djj,i-ln/11Hzなので:3 MHz

ぐはI clnあたHJ lr)dBの(峨民になる　STCの

利付nJ裟幅が30dBあるので　これで/-'J八一で

5()dB

きるIム耶口掛よT元㌫忘で2()し,Tlとなり･深さ

にするとl()LTnとなる

済認諾正解･C
各素子から送渡されたパルスが同時刻に-/オーブノ

スrhに到達うるよっに送渡時乳を設定する　すな

わち, 7月-カス!fTから韓も離れた素子のi封如て

体
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解答･解説

最初で. 7月ーカス占､に最も近い素子の送ノ良が裁

縫となる

m正rb
市史検被はドブラシ7卜を授け.するJための処理

で, TIp,相が90L'ずれた2つU)をH.苧信号を貴で吉信弓

と来3jする　また　でイi/タル方式｣当苗波診断装

荷とは　ビ-ムフT-　ミングを含めた信号処謂

a)ほとんL_をデインタル処坪する装置のことで

ある　nTCOMは診断装置で得らオ｣る也像なとの

データを宍なる硬貨詩で共有1るための規格であ

り　診断装置内部の信号処坤方式とは関係ない

監≡慧慧正解a
ハ-そこソクイメー　ジング:土　超Fi液が非線形媒

告rTlを伝搬丁'7J際LIl+じる高調波を剛､7二浪像法

である　ドプラ効果とは異なるC7)ど.乱いTvlな

い反別体かI-)も送波とは異なるTE]/rE数のエコーが

得られる

gE遜正解d
プレ-ムTL,-トを高くするに:ま　1枚の画像･1

フレー　ムlの叶蚊にかける時間を拓くする　この

ためには1両像を構成する超音波liLムの数を.描

らL　送波バ,レスの繰り返し同期を短く㌻る

済詔正解=C
動きの遅い臓器エコ　ーを陳王L　臓着岸の勤きよ日

も速い皿流エコーを袖山するのがMTIフィルタ

である

m正群こC
深度ごとのケイノミ設走するのがST(二の役割で

ある　壬信ゲノ/を大きくすると浅い部/J}の利得

も大きくなり.飽和するuJrHIE注があるので　こ0〕

域/E手は適切で:こない

監≡芸済正解b
ダイナミIク7オ-カス亡は,賢台､位置を動的に

変える方法である　音響レ/スを田いると焦･ての

泣帯はレ/ズC/)形状で決まるので,焦･rTl位置を変

えることはできない

監≡芸罰正解=e
sN比とは,イ喜号の大きさと雑音の大きさの比で

ある　坪想的な増幅器では　ゲインをヒiFると信

弓が大きくなるが.雑音も同様に人きくなるので

sN比は変わらか､実際の増幅器では増幅器白

体も雑Jrl'を発生うるので　ゲインを大きくすると

sN比は低下うる

蓮襟諾認正解･C
アレイ6･)聞｣｣は20Tr】rTlであり,アレイ両端の遅

延時はGr)差をAI.苗速を`とうると　左端の振

動/が駆動されて超肯波バ)/スを放射するとき

に　目端の振動子から放射された超言渡パルスは

すでに,振動+かト舶離dJノー　√Xi日の位置ま

で進んでいる　このとき　超削皮tT_-ムの道子I方

lD7を接触イの鉛直7力同から左へ30〇万同とうる

と　次,ltが成り立つ

A Tノ　ー(XAl-20mmxsln300

⊥式から　遅延時間』tを言l箸1ると,止解は【､

67/'S｣である

m正解･d
(1)原坤的には　7ノトプリントとLH･｣､l.■･｣波数

は加関係である　た/=L　中心倒渡数の低い挟触

イU)ほうが大型なのでフ/ト-fリノトは大きくな

る傾IFTH二ある

ll))パルス帽C7)短いFE気†-j77を楯動子に与える

と,パ,L/ス幅U)短い超盲被パ)T,スが龍生し　ニU)

ようなパルスの闇披欲スペクト)L/は広く　多くの

はJ波数成分を含んでいる

L51アレイ探惟子は　[川勺に心じてすべての振

乱了一を便mして蓮台波を送貸fnすることもあれ

:a:一部の振動了を選別的に使用して超肯波を虐

三信することもある

済還慧正解Ie
生体と止電楯軌子の片響捌EFイノピーダンスは人

きく異なるので,T電振動了を直接, _/l体に押し

当てて超IFi液を最信Lようとしても,両者の境界

で超苗渡=ネル-ITGi)大兵に分か虹別されて　効率よ

く生休に超音波を放射することができない　PZT

なとの圧竜セラミ　′7クス拒動了の肯幣特性イン

ど-ダンスはil体の苗響特件インピ-ダンス,i:り

も20-3O倍得度ノ､きい　そこで　生体と圧電楯

勤丁の中間のFi響特仲インピーダンスをも4-るH

響整今屑を介在させるこトで,効率よく牛体に超
IFi披JLt:);1射させるように†/ごいる

監≡監監正解=C

超吉.11探触子の基本構造は　ハアキノ'/柿:背校

ともいう1･の上にrT-電振動了を摺着し　その卜に

2F1ユーロ1222
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解答･解説

H響整FT同,さらl'そのEに苗響レンズを装着し

た椙甲構造となっている　ハ/キング材はrT電振

動了をま結うる機能とIi電振動子から背面に枚

射されて音響的雑書U)原出とJなる不裳な超音波を

吸収して熱工不ルキーに変換することで減弱させ

る吸古材とLての横能を兼ね備えている　rTi右加

軌千と;J一体組織の盲響朽牲[ンIiJ-　タンスが大き

く異なるために反別によってl+体榊織中に超吉城

を効率よく放射ささない　この反射を低減するた

めに　生体組総とFrJ=電振動子の間に両端のLP問の

音響符IJlインピー　ダンスを有する音響繁合唱を円亡

匡する　また,スラ[ス方いりの分解能を改善する

/=めに　言響整合頓の表TT汀にLL体組織に近い音響

特拝インl=ご-ダンスをイ】する材料:シリコンゴム

なと)でできた市響レンズを業者Lてある

なお　PZT　こシルコノ醍チタン取結･は代表的な

吐TFEセラミ　ノクス製C/)拡勤j′付4'1ご　PVDF Hミ

1)フソ化ピ∴リアン)は代完的な高分(庄鼓膜製

の振動子付利である

弧慧認正解･e
(lr PZTはrT電セラミ　ノクスであるがl〕＼Dt/

:まlt;]分+FE電膜である

12＼r pzTの音響特性イ/ピーダンスはPVDF

より大きい

13-　通常.苗響整合屈:ニ使用する超音池の波長

の1,4の厚さにすることが望ましい

1､5)ハノキング付は11電振動子の背面から放

射される超音波を吸収して　rT電振動子の振助を

ゲノビングうる･抑削うる)ことにより帯域を広

げ　肋離方】rJ｣分僻能を】L｣上させる

済罰正*=d
･11 1'ZlよりもlつVl〕Fのほうが言響特化イン

t三一タンスが仲Jゝ

･2ノ　PZTよりもPVDFのほうが電気肯警'lK棟

娩率は低い

(5) PVDFは高分/庄釧臭であ,7J

監認諾正解=e
e　_rTンペソクス探触子は.短冊状の柘軌子が凸

面｣)､に複数僻ttrf,,＼られており, 1)ニ7アレイ探触

(とlHJ様に電+スノ　′,千で使用うる振動子を順次

切り香えることでビームを扇状に走査うる

監慧詔正解:d
｢問題tr=)9の邪説ー　参照

263-81 222

監…慧温正解･d

廿禦レンズは　水17をDji収してLまうと古速や密

度なと､o)1釧生他が変化して,吉背走敦も不′左未と

なるので　水分を吸収させるようなことは,ない

監議運正解･c

m正解･e
超廿浸診断装fS:は告FTを危ド如､ら保護うる手段を

_重に備えでいる　アースが手書続されていなかっ

たり.抹触j'の音響レンズがはかれていたりする

と,保護手段の1つか失われていることになり

もうlつの故障で患者が危険にさらされる　単:二

機器が動作すれ:ごよいといJ)ことではなく. 'rElHI
一重の保護+岸を有効にしておくことが非常に重

要である

腿正解C
探触Tと生体の関に空気があると,音響特性イン

ピーダンスの大きく異なる媒質が′卜体のF川に入る

ことになり.超苗波の多くがここでrk射Lてしま

う　セT1-は探触子と生休の間のソ1ノ気を追い出す

ために上机､る　水でもこれに辻い効果はあるが

株触/のすべりや扱いやすさの憧れたゼリーが憤
FFさrしている

監認諾正解=a
探触子の患者接触面は比較H(J軟らかい材料で作ら

れているので,措慣Lないよっに11貴IJP必裳であ

る　ま7二コネクタ郎･LFE短誠分】に:ま菜摘を付着

させてはなr'ない

配認諾正解=C
診断装置を侍勤し/=場介にREJq題となるのは,電源

とアースの確丁,rlt　同田の明るさの'変化　まうよび物

糟的安貢r三性であるJ占J胴0〕明るさが変化Lた場p'nh

には　ナノスプレイG')見え方が変化するので　デノ

スプレイの丑年宅やコ/トラストを調整する

監罰正解=e
デ′スプレイのフライト不スとコントラストは周

囲の明るさに応じて調拳IJ　診断装置のゲイ/は

観測対象に】心こて調整する

腿謎正軒d
(1ノ　rH毒十るためとはいえ　探触子のコノア､クタ



解答.担荒

郡を薬液に漬けてはいけない

t2ノ120-130LCcつオートクレープ滅菌法を附

いて探触子の蔵内を丁ると　探触子が壊れてしま

う

･3)倹杏終了後に超吉7,Tt=jt診■析朴ビリ-をきれい

に拭き取っておくことは当然のことである

:5)接触了G'〕汚れを除上する/ために有事熱茶利を

仙ゝるた.ケー　スヤ苗響レンズなとの樹脂部'Jlが

壊れてしまうおそれがある

監詔罰正解b
(31超肯渡診断装置を使用するときは　きちん

と接地配線の工事を施した削塁の37-コンセント

に直接,超昔{'rf'jL諺l析装置の3Pの電源プラグを接

続して性輔しなければならない

(4＼ト　2ロコンセントに肯かれている電流容量は.

2つのコンセントの/L_lfLの許容電LJ;乙である　たま

r=ま劫いたとlノても危臆である

配還罰正解b
(31装置本体のアー　ス端子は,電源ケー7ルの

アース線に問題が′1-じた場今にも事故を起こさな

いように使用する保護嶺地線なので　電源プラ/I

のL'3)-プラグは　きちんと接地nd練を施した3P

コンセントに接*JLLLなければ′il,'ない　これを

怠って　仙讃接klLl線を使用しても不末転倒である

(4･本体のカハ-が破損した場合.きち,'Lと格

和をノ八二√させてかLL,使用lノなけれ:まならない

監認詔正解･e
こlJ　超H波が生体に7iほう機械的代用の指標で

ある

佗)超古波o)負o)ピー}/昔IiをlfJ披故の平力恨

で陳した指標である

監≡濫表正解d
･l)サーマルインテノクス.Tl)は.生体租税

の/Rriを1℃上げる超古波.LrJ.jJを基準とし7L=場合

に評価対象とする超吉波田Jjがその基準値の何倍

かをホう
･.2＼l　メカ二刀ルインデソクス【1/lll　は探音波の

生体に対する機械的作用を表す指標である

:5) SPT八は超H波の空FL];ど-ク略rEIu平均減産

を表丁字指標である

‥　i　　正解こd

L1:はじめこ悼輔する装置を使用する場今には

必ず収扱説明書を読む必業がある

(2)搭載されている横片ltが多'irぐらついている

場告は　危険なので必ず繕理しておかか†ればな

らない

(5)探触イU)音響レンズのはがれは　診断画像

のJL質たけでなく'TFa気的安全性にも悪影響を及ぼ

うおそれがあるので　メーか-の悼辞を′まけた後

でなければイ吏関してはならない

藍ココ遜正Af:a

サーマルイン7o/･クス･､TII　の算山式として定

義されている対象組織は,軟部紳織で11S),ノ呂

LTIB),娘蓋骨:TIC)である

;　:　正解:c

tll Tlmは苗場中の日の強さの境大値をホTA

において時間平均したもo)である

(4･メカニカルイノヂjJ/ス(MI] :i,波形の

flrTのご-ケ他を同拡散のヰ方根で割っ/=もので

ある

し51 ISrTr.は昔機中の苗の穐きの最大値を示う占

におけるIll間的素人作を′Jこしたもげっである

監諾済正解c
Ll､･叶--,,ルイ/デノクス･TH　とは　生休の

ある組織の温度をILC lげるのに必要な廿の強さ

ミ基準にした評価対象のHの強さである

はr TvTT値は以卜の式で定義さrLrいるので.

音吐旧が同じであれば,超音波周波数が高いほと

快くなる　起首波パJレスの負の音吐1=しクを♪_,

問披数/lyfと-Jると　MT値は以卜の式で表さilL

Q

"1-吉

(4､･ Sl'Tl)は,舌の強さが吉場rTlで最大低　あ

るい:三指定LたSfl城■11てこ極大値をとる点でのrluの

弓重さの時間的な､｢均他ではなく崩人値を示す

し5J　超せ枝U)繰りJ/LlL周波数を高くすると廿の

強さC/)帖FHj的な平均値は人きくなるのご　SPTA

も大きくなる

にココ正群:e
a　超肯波診断装置を移動｣て使肝㌻る場斤で宰'

菅者や操作ポU)/1全を確保するi=めと安定した超

音波診断山懐を得るため:I_アースをとる必要があ

る

26:101222
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解答･解説

b　探触子の肯響レンスが少いまかれていた場合

は,也像C)劣化がなくて卓-　メーカ-による帽型

が完/する前に性榊Lてはいけない

(-　智者に接触する探触子C7)表面は, 41 ℃以卜に

なるよう設計されている

Ⅶ正解･C
探触子の一部が破損して. {の部分からは超昔収

が放射されないので,呂モード両像lの左P,.lH二黒

い影と/11って現れている

済正解･b
E2)探触子の先端:'_傷がある場合は∴必ずメ-

カ-の修坪を三けてから僅席しなければ′まっな

し＼

【3】接触/♂)滅菌に1_?〔ト130　しこのオートク

レー7.歳薗法をtHいると壊れてしま;)おそTLがあ

る

:4)探触子の温度を過度に上声させると,*簾劣

化C7)原因となる　壬/=　残留jJスがF,.1超祖される

ようになり　近年で:よこナレンオキサイドカ-^滅

菌からプラズマ滅菌に移行する傾向がある
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